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　広報紙へのご意見をいくつかご紹介します。

●広報クイズの問題をもう少し多くすると、隅から
　隅まで読むと思います。

（広報係から）　
　広報クイズは、皆さんに広報紙をよく読んでいた
だくきっかけとなるよう出題しています。そのため、
皆さんが気軽に取り組めるように、問題の数も多い
とは感じない程度の3問としています。

●記事の中で重要な部分は、文字の色を変えると読
　むときに興味が増すと思います。

（広報係から）　
　広報させぼは、全体的な配色のバランスもあるた
め、基本的には本文の文字は黒色を使用しています。
見出しやレイアウト（割り付け）などを工夫して、
記事が見やすく分かりやすくなるよう努めます。

●市役所各部署のエピソードや仕事の内容などを記
　事にしたら、市役所に対するイメージがもっと良
　くなると思います。

（広報係から）　
　市民の皆さんに市役所を理解してもらうために非
常に良いアイデアだと思います。すべての部署を紹
介していくことは難しいと思いますが、今後の編集
計画の参考とさせていただきます。

広報紙に対するご感想や日ご
ろ感じていることなど、お便りを
お寄せください。

市民の皆さんを無料招待

　本紙のこのページを、西海パールシーセン
ターの発券窓口に持参すると、1家族1回に限
り、当日有効の無料入館券を差し上げます。
　
利用期間　2月1日（火）～28日（月）　
営業時間　9時～17時（入場は16時30分まで）
お尋ね　　西海パールシーリゾート
　　　　　　　　　　　（�28-4187）

　　　

2月は西海パールシーセンターへ行こう！

利 用 確 認 印
　 押 印 欄

対象施設
　・水族館
　・船の展示館
　・アイマックス
　　ドームシアター
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　パブリックコメントは、行政機関などの意思決定
過程において広く住民に素案を公表し、それに対し
て出された意見・情報を考慮して意思決定を行う制
度です。
　平成11年に国が「規制の設定または改廃に係る意
見書提出手続」を閣議決定したことから、各省庁が

規制を伴う政・省令を策定する際に国民に意見照会
を行う制度として始まり、各自治体にもこの制度が
広まっていきました。
　佐世保市では、平成14年からパブリックコメント
を取り入れ、市がいろいろな計画などを策定または
改定する際に、ホームページなどを利用してその計
画案を公表し、ご意見を募集しています。
　対象となる計画などは、次の①～③のいずれかに
該当するものです。
　①総合計画などの市の基本計画を定める計画　②
個別行政分野における施策の基本方針　③そのほか
の基本的な事項を定める計画　
　パブリックコメントは、テーマに沿ってご意見を
募集する制度であり、一般のご意見募集とは区別さ
れます。

「パブリックコメント」とは？

　問題の○中に文字を入れてください。答えのヒン
トは、紙面の中にあります。
　全問正解者の中から抽選で、毎月5人に図書券を
プレゼントします。紙面の都合上、発表は発送を
もって代えさせていただきます。
　

問題①　健康を保つ3原則は、「適度な運動」「バラン
　　　　スの取れた○○」「十分な休養」です。

問題②　佐世保市○○栄誉賞の第1号受賞者に、本
　　　　市出身でプロ野球選手の城島健司さんが選
　　　　ばれました。　

問題③　

※前回の答えは①御橋　②プラザ　③入港でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

はがきまたはEメールで答えと
住所、氏名、年齢、電話番号、広
報紙へのご意見を書いて、2月
23日必着でどうぞ。

行政用語やカタカナ用語など
で、「耳にはするけど、よく分か
らない」というものがあれば、お
寄せください。

懐かしい佐世保の写真とそれにまつわるお
話をお寄せください。住所、氏名、電話番号を
書き、「思い出の一枚」担当あてと明記してく
ださい。採用分には図書券を差し上げます。
お借りした写真は、郵送でお返しします。

下記のコーナーもご応募をお待ちしています

市政に対する建設的なご意見
を、書面でお寄せください。住
所、氏名、年齢、電話番号を書き、
「ご意見有用」担当あてと明記し
てください。採用分には図書券
を差し上げます。

昨年12月に開催されたハートフルコン
サートでは、清水中学校吹奏楽部と知的障
害者バンド「コン・○○○○」が合同演奏
しました。　


